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コメントする橋本卓爾氏（左）と
貴志正幸氏（右）

第２回事業推進協議会のようす

旭日双光章を受章した吉川庄衞副会長（左）
とご夫人の孝子さん（右）

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
27
日
28

日
に
農
業
委
員
会
会
長
研
究
会
を

和
歌
山
市
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
開
き

ま
し
た
。

　

27
日
は
、
和
歌
山
市
農
林
水
産

課
よ
り
同
市
に
お
け
る
農
業
振
興

及
び
四
季
の
郷
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
和
歌
山
市
農
業
委
員

会
よ
り
同
市
農
業
委
員
会
の
概
要

が
説
明
さ
れ
、
和
歌
山
市
ま
ち
な

み
景
観
課
よ
り
同
市
に
お
け
る
生

産
緑
地
制
度
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
和
歌
山
市
に
生
産
緑
地

制
度
を
導
入
す
る
働
き
か
け
を

行
っ
た
市
内
農
業
者
で
あ
る
貴
志

正
幸
氏
と
、
同
市
に
制
度
導
入
を

導
い
た
農
業
・
農
村
問
題
研
究
者

で
あ
る
橋
本
卓
爾
氏
か
ら
、
市
街

化
区
域
で
の
生
産
緑
地
制
度
導
入

の
重
要
性
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
現
地
参
加
者
約
40
名

で
、
道
の
駅
「
四
季
の
郷
公
園
」

を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

園
内
に
は
水
の
市
場
（
農
作
物

直
売
所
）
や
土
の
農
園
（
体
験
農

園
）
が
整
備
さ
れ
、
道
の
駅
「
四

季
の
郷
公
園
」
管
理
者
の
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
李

野
副
駅
長
よ
り
、
施
設
の
概
要
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
長
）
が
旭
日
双
光
章
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
11
月
17
日
、
立

川
市
の
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立

川
に
お
い
て
第
２
回
臨
時
総
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
、
主
に
農
業
会
議

の
事
務
所
移
転
に
伴
う
費
用
を
盛

り
込
ん
だ
令
和
４
年
度
収
支
予
算

の
補
正
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
で
は
、
こ
の
た
び

　

11
月
15
日
、
東
京
都
庁
で

「
令
和
４
年
秋
の
勲
章
・
褒

章
伝
達
式
」が
執
り
行
わ
れ
、

小
池
東
京
都
知
事
よ
り
勲
記

勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
農
地
中
間
管

理
機
構
事
業
が
強
化
さ
れ
て
農
地

相
談
員
の
増
員
が
必
要
と
な
る
こ

と
に
加
え
、
諸
事
業
の
拡
充
も
見
込

ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
17
日
、

ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
お

い
て
第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
を

開
き
、
区
市
町
村
、
農
業
委
員
会
、

農
業
団
体
の
代
表
者
な
ど
都
農
業

会
議
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
農
業
会
議
か
ら
令
和
５

年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
に
つ

い
て
説
明
し
、
令
和
５
年
度
以
降

の
会
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
令
和
４
年
度
下
半
期
農

業
委
員
会
・
農
業
会
議
の
連
携
活

動
の
推
進
に
つ
い
て
説
明
し
、
都

市
農
業
・
農
地
の
利
用
促
進
や
農

業
後
継
者
対
策
、
新
規
就
農
者
の

支
援
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法

な
ど
の
推
進
に
つ
い
て
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
議
会
に
お
い
て

令
和
４
年
度
第
３
回
定
例
会
補
正

予
算
が
決
定
さ
れ
、
東
京
都
農
林

水
産
部
の
渋
谷
農
業
基
盤
整
備
担

当
課
長
ほ
か
、
各
担
当
者
よ
り
事

業
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
事
務
所
の
規

模
で
は
事
務
の
執
行
が
困
難
に
な

る
こ
と
か
ら
、
10
月
17
日
に
開
い

た
理
事
会
に
お
い
て
現
在
よ
り
も

面
積
の
広
い
事
務
所
に
移
転
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
決
定
さ
れ
た
補
正

予
算
は
、
こ
の
移
転
に
か
か
る
費

用
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
秋
の

叙
勲
に
お
い
て
、（
一

社
）
東
京
都
農
業
会

議
副
会
長
の
吉
川
庄

衞
氏
（
町
田
市
農
業

和
歌
山
市
に
て
生
産
緑
地
制
度
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
研
究

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

東
京
都
農
業
会
議
副
会
長 

吉
川
庄
衞
氏

旭
日
双
光
章
を
受
章

令
和
４
年
度
予
算
補
正
案
な
ど
を
決
定

 
 
 
 

第
２
回
臨
時
総
会
開
く

令
和
５
年
度
事
業
構
想
な
ど
説
明

農
委
会
・
農
業
会
議
の
連
携
活
動
を
推
進

事
業
推
進
協
議
会
開
く

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議

第
３
９
１
号　

令
和
４
年
11
月
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10
月
理
事
会

10
月
17
日
に
町
田
市
の
町
田

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
き

ま
し
た
。
議
事
と
し
て
、
提
案

し
た
①
事
務
所
の
移
転
に
つ
い

て
、
②
令
和
４
年
度
第
２
回
臨

時
総
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

に
つ
い
て
、
③
令
和
４
年
度
第

２
回
臨
時
総
会
の
提
出
議
案
で

あ
る
令
和
４
年
度
収
支
予
算
の

補
正
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

提
案
ど
お
り
に
決
定
し
ま
し

た
。

第
７
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
、
同
会

場
で
開
き
ま
し
た
。

①
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条

の
農
地
転
用
許
可
（
９
月
）
の

状
況
に
つ
い
て
東
京
都
か
ら
報

告
（
農
地
法
第
５
条
１
件
）
が

さ
れ
た
ほ
か
、
②
農
地
中
間
管

理
権
の
取
得
と
農
地
利
用
配
分

計
画
の
決
定
及
び
使
用
収
益
権

の
設
定
（
10
月
）
の
状
況
に
つ

い
て
、
農
地
中
間
管
理
権
の
取

得
と
農
地
利
用
配
分
計
画
の
決

定
及
び
使
用
収
益
権
の
設
定
の

状
況
を
事
務
局
か
ら
報
告
し
ま

し
た
。

ま
た
、
農
業
資
材
高
騰
対
策

補
助
金
と
堆
肥
等
利
用
促
進
事

業
補
助
金
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
っ
た
ほ
か
、
あ
わ
せ
て
12

月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国
農

業
委
員
会
会
長
大
会
の
開
催
要

領
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

第
８
回
常
設
審
議
委
員
会

11
月
17
日
に
立
川
市
の
ホ
テ

ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
お
い

て
開
き
ま
し
た
。

①
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に

基
づ
く
瑞
穂
町
農
業
委
員
会
諮

問
に
つ
い
て
審
議
し
、
許
可
相

当
と
認
め
る
旨
回
答
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

②
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条

の
農
地
転
用
許
可
（
10
月
）
の

状
況
に
つ
い
て
東
京
都
か
ら
報

告
（
農
地
法
第
４
条
１
件
、
農

地
法
第
５
条
４
件
）
が
さ
れ
た

ほ
か
、
③
農
地
中
間
管
理
権
の

取
得
と
農
地
利
用
配
分
計
画
の

決
定
及
び
使
用
収
益
権
の
設
定

（
11
月
）
の
状
況
に
つ
い
て
、

農
地
中
間
管
理
権
の
取
得
と
農

地
利
用
配
分
計
画
の
決
定
及
び

使
用
収
益
権
の
設
定
の
状
況
を

事
務
局
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
第
62
回
企
業
的

農
業
経
営
顕
彰
事
業
並
び
に
第

42
回
農
業
後
継
者
顕
彰
事
業
の

受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

挨拶をする沖山会長

自らの経営を説明する平野氏（中央）と甲野会長（右）

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）
は
、

10
月
６
日
～
７
日
に
、
第
33
回
島

し
ょ
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
沖
山
会
長
の
開
会

挨
拶
に
引
き
続
き
、
都
農
業
会
議

の
吉
川
庄
衛
副
会
長
と
東
京
都
の

農
業
基
盤
整
備
担
当
課
長
で
あ
る

渋
谷
圭
助
課
長
が
来
賓
と
し
て
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
「
島
し
ょ
農
業
委

員
会
活
動
の
積
極
的
推
進
に
関
す

る
決
議
」
お
よ
び
東
京
都
へ
の
施

策
要
望
で
あ
る
「
島
し
ょ
農
業
振

興
施
策
に
関
す
る
要
望
」
を
協
議

し
、
決
定
し
ま
し
た
（
概
要
は
下

記
の
通
り
）
。

　

研
修
で
は
、
利
島
村
の
加
藤
大

樹
会
長
、
三
宅
村
の
新
規
就
農
者

で
あ
り
農
業
委
員
で
も
あ
る
神
戸

晴
行
委
員
、
八
丈
町
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
金
田
秀
彦
委

員
の
３
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農

業
経
営
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

事
例
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
株
式
会
社
Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ

の
峯
岸
祐
高
社
長
よ
り
、
「
農
産

物
地
域
流
通
」
に
つ
い
て
講
演
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

峯
岸
社
長
は
、
株
式
会
社
Ｃ
ｏ

ｒ
ｏ
ｔ
で
取
り
組
ん
で
い
る
農
産

物
の
販
売
・
流
通
や
、
地
場
産
農

産
物
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
展

開
、
農
家
民
宿
の
取
り
組
み
、
ま

た
新
規
就
農
者
と
の
繋
が
り
や
、

島
し
ょ
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
る

農
産
物
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
あ
き
る
野
市
に
て

現
地
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
あ
き
る
野
市
農
業

委
員
会
か
ら
、
同
市
の
農
業
や
農

業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
現
地
に
移
動
し
、
農
業

委
員
の
平
野
久
雄
委
員
と
田
中
克

博
委
員
の
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

【
決
議
の
概
要
】

１
．
農
地
の
有
効
活
用
の
推
進

２
．
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
活

動
記
録
カ
ー
ド
の
活
用
の
推
進

３
．
農
業
後
継
者
等
新
た
な
担
い

手
へ
の
支
援
活
動

４
．
農
業
者
や
地
域
住
民
に
向
け

た
情
報
活
動
の
推
進

【
要
望
の
概
要
】

１
．
持
続
可
能
な
農
業
の
振
興
を

支
援
す
る
施
策
拡
充

２
．
資
材
等
の
高
騰
へ
の
支
援

３
．
鳥
獣
害
対
策
の
強
化

４
．
農
地
保
全
と
利
活
用
の
促
進

対
策

５
．
担
い
手
の
育
成
・
確
保
支
援

６
．
農
産
物
の
消
費
拡
大
支
援

７
．
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
回
避
の

た
め
の
支
援

８
．
農
業
改
良
普
及
事
業
等
の
強
化

９
．
農
業
関
係
組
織
等
へ
の
支
援

島
し
ょ
農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決
議
お
よ
び

　

島
し
ょ
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
要
望
を
決
定

第
33
回
島
し
ょ
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
を
開
く
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自らの経営について説明する厚木市の
新規就農の宮下寛史氏（左）

「税制における農業経営の法人化」
について講演会のようす

(株)アーバンファーム八王子の現地研究

OmeFarmの取り組みについて説明する
 代表の太田太氏（右）

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
岸
幸
夫
会
長
＝
板
橋
区
）
と

神
奈
川
県
農
業
委
員
会
事
務
研
究

会
（
山
本
浩
由
会
長
＝
座
間
市
）

は
、
こ
の
ほ
ど
共
催
で
、
農
業
委

員
会
職
員
現
地
研
究
会
を
開
き
、

東
京
都
か
ら
は
約
20
人
、
神
奈
川

県
か
ら
は
約
25
人
、
総
勢
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
都
市
農
業
な
ど

の
共
通
の
農
業
を
有
す
る
東
京
都

と
神
奈
川
県
の
農
業
委
員
会
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
の
取
り

組
み
や
業
務
上
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
を
交
換
す
る
と
と
も

に
、
交
流
を
深
め
る
た
め
に
開
い

た
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
10
月
14
日
に
神
奈

川
県
厚
木
市
に
て
開
き
、
主
に
厚

木
市
の
新
規
就
農
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。

　

厚
木
市
で
は
、
同
市
の
農
業
の

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

厚
木
市
と
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
と
同
市
農

業
委
員
会
の
３
者
で
協
定
を
締
結

し
、
厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
主
な
業
務
は
、
新
規
就
農

者
等
の
支
援
等
、
農
地
の
貸
借
や

規
模
拡
大
等
に
関
す
る
支
援
、
農

　

都
農
業
会
議
で
は
11
月
に
「
農

業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
対

策
・
雇
用
の
活
用
検
討
会
」
を
都

内
の
農
業
者
や
新
規
の
農
業
参
入

意
向
法
人
や
就
農
希
望
者
な
ど
を

対
象
に
八
王
子
市
と
青
梅
市
で
開

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
都
内
で
農
地
を
借
り

て
農
業
参
入
す
る
法
人
や
農
業
経

営
を
法
人
化
す
る
農
業
経
営
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
東

京
都
の
委
託
事
業
を
活
用
し
て
開

い
た
も
の
で
す
。

　

研
究
会
は
ま
ず
共
通
テ
ー
マ
と

し
て
、
都
農
業
会
議
よ
り
農
業
経

営
の
法
人
化
と
農
地
の
権
利
取
得

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
農

地
の
権
利
を
取
得
で
き
る
法
人
の

形
態
に
つ
い
て
、
特
に
農
地
の
所

有
権
を
取
得
で
き
る
「
農
地
所
有

適
格
法
人
」
の
要
件
、
参
入
事
例

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
共
通
テ
ー
マ
と
し

て
、
「
税
制
に
お
け
る
農
業
経
営

の
法
人
化
」
に
つ
い
て
、
税
理
士

法
人
安
心
資
産
税
会
計
の
平
田
税

理
士
に
よ
る
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

法
人
化
を
検
討
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
個
人
と
法
人
そ
れ
ぞ
れ

の
節
税
方
策
お
よ
び
そ
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
具
合
的
な
金
額
イ

メ
ー
ジ
を
も
と
に
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。

　

研
究
で
は
、
第
１
回
は
青
梅

市
（
11
月
９
日
）
で
、
２
０
１
５

年
に
農
業
参
入
し
た
（
２
０
１
７

年
に
Ｔ
Ｙ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
を
引
き
継
い

だ
）
Ｏ
ｍ
ｅ
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
（
カ
ミ
ー

ノ
株
式
会
社
）
の
太
田
太
代
表
よ

り
、
多
品
目
野
菜
生
産
や
養
蜂
の

取
り
組
み
、
経
営
方
針
や
そ
の
特

長
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

第
２
回
の
八
王
子
市
（
11
月
22

日
）
で
は
、
２
０
１
６
年
に
農
業

参
入
し
た
株
式
会
社
ア
ー
バ
ン

フ
ァ
ー
ム
八
王
子
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
続
橋
昌
志
代
表
取
締
役

お
よ
び
水
野
聡
取
締
役
よ
り
、
民

間
会
社
を
退
職
し
て
農
業
参
入
を

し
た
経
緯
や
福
祉
と
の
連
携
の
多

様
な
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
各
法
人
の
農
地
を
見
学

し
、
周
辺
環
境
、
生
産
品
目
や
生

産
方
法
、
農
地
貸
借
や
規
模
拡
大

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
農
業
者
か
ら
は
「
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
」
「
雇
用

の
状
況
は
？
」
な
ど
の
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

作
業
の
受
委
託
・
農
業
機
械
の
レ

ン
タ
ル
、
鳥
獣
被
害
の
対
応
、
地

産
地
消
の
支
援
な
ど
で
す
。

　

特
に
、
新
規
就
農
に
つ
い
て
は
、

毎
年
１
０
０
件
近
く
の
相
談
を
受

け
て
お
り
、
新
規
就
農
者
は
の
べ

50
人
以
上
、
耕
作
面
積
は
29
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
耕
作

放
棄
地
や
遊
休
農
地
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
農
地
の
有
効
活
用
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
厚
木
市
で
は
、
農
地
の

貸
借
の
面
積
と
貸
借
期
間
に
応
じ

て
、
貸
人
・
借
人
の
双
方
に
奨
励

金
を
交
付
す
る
「
農
地
流
動
化
奨

励
金
交
付
制
度
」
を
設
け
て
お

り
、
都
内
の
農
業
委
員
会
に
と
っ

て
参
考
と
な
る
研
究
会
と
な
り
ま

し
た
。

厚
木
市
の
新
規
就
農
の
取
組
な
ど
を
研
究

都
農
委
会
職
員
研
究
会
・
神
奈
川
県
農
委
会
事
務
研
究
会
と
共
催

青
梅
市
と
八
王
子
市
で
新
規
参
入
法
人
の
取
組
を
研
究

農
業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会
開
く
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大盛況だったマルシェ

経営について説明する鈴木委員（右）

表彰を受ける清瀬市関健一さん（右）

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
11

月
18
日
に
女
性
農
業
委
員
研
修
会

を
国
分
寺
市
に
て
開
き
、
都
内
の

女
性
の
農
業
委
員
な
ど
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
国
分
寺
市
農
業
委
員
会

（
田
中
豊
会
長
）
か
ら
、
国
分
寺

市
の
農
業
や
農
業
委
員
会
活
動
に

つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
同
市

の
女
性
委
員
で
あ
る
鈴
木
弘
子
委

員
と
笛
田
弥
生
委
員
か
ら
委
員
と

し
て
の
活
動
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
か
ら
、
都
内
の
女

性
委
員
の
活
動
や
農
業
委
員
会
へ

の
女
性
登
用
の
全
国
的
な
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
現
地
に
移
動
し
、
同
市

の
中
村
克
之
氏
の
先
進
的
な
ハ
ウ

ス
栽
培
と
、
鈴
木
委
員
の
農
業
体

験
農
園
や
花
き
の
農
業
経
営
に
つ

い
て
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

第
24
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
ふ
く
い
が
「
み
ん
な
で

描
こ
う
！
農
業
の
未
来
地
図
」
を

テ
ー
マ
に
10
月
20
日
～
21
日
に
福

井
県
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
約

１
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
全
国
優
良
経
営
体

表
彰
式
で
は
、
清
瀬
市
の
関
健
一

さ
ん
が
担
い
手
づ
く
り
部
門
で
農

林
水
産
省
経
営
局
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
に

会
場
を
移
し
、
令
和
４
年
度
全
国

優
良
経
営
体
表
彰
・
農
林
水
産
大

臣
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
農

業
委
員
会
農
地
部
会
長
・
経
営
部

会
長
研
究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
都
市
農
業
と
市

街
化
区
域
以
外
の
農
業
に
関
す
る

制
度
の
情
勢
な
ど
研
究
す
る
た
め

開
い
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
、
農
地
に
関
す
る
都
市

計
画
関
係
施
策
に
つ
い
て
東
京
都

都
市
整
備
局
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
農
業
体
験
農
園
な
ど
の

　

都
内
で
新
規
就
農
し
た
非
農
家

出
身
者
の
集
ま
り
で
あ
る
「
東
京

Ｎ
Ｅ
Ｏ-

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！
」

が
マ
ル
シ
ェ
に
取
り
組
み
、
自
ら
つ

く
っ
た
農
作
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
都
農
業
会
議
が

就
農
定
着
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

（
東
京
都
事
業
）
を
活
用
し
開
い

て
い
る
も
の
で
、
10
月
に
は
青
梅

市
の
交
流
都
市
で
あ
る
杉
並
区
の

区
役
所
前
で
2
日
間
、
Ｊ
Ａ
東
京

ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
5
日
間
販
売
し

ま
し
た
。

　

後
日
、
マ
ル
シ
ェ
で
買
っ
た
野

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
、
寛
仁
親
王
妃
信

子
殿
下
の
お
こ
と
ば
に
続
き
、
10

経
営
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
全
国
農
業
体

験
農
園
協
会
の
加
藤
義
松
理
事
長

よ
り
講
演
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
街
化
区
域
以
外
に

つ
い
て
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

都
農
業
会
議
か
ら
説
明
し
、
そ
の

後
、
瑞
穂
町
認
定
農
業
者
の
近
藤

剛
氏
よ
り
雇
用
労
働
力
を
活
用
し

た
農
業
経
営
な
ど
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

菜
は
ど
こ
で
買
え
る
の
か
と
区
民

か
ら
杉
並
区
役
所
に
問
合
せ
も
あ

り
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

12
月
～
1
月
の
日
程

12
・
１ 

㈭ 

全
国
農
委
会
長
代
表
者
集
会

12
・
２ 

㈮ 

西
職
員
検
討
会

12
・
５ 

㈪ 

南
職
員
検
討
会

12
・
９ 

㈮ 

区
内
職
員
検
討
会

12
・
12 

㈪ 

北
南
職
員
検
討
会

12
・
15 

㈭ 

北
西
職
員
検
討
会

12
・
19 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

12
・
21 

㈬ 

北
北
職
員
検
討
会

12
・
22 

㈭ 

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積

 

現
地
研

１
・
11 

㈬ 

区
内
農
委
検
討
会

１
・
13 

㈮ 

島
し
ょ
農
委
検
討
会

１
・
16 

㈪ 

西
農
委
検
討
会

１
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

１
・
20 

㈮ 

南
農
委
検
討
会

１
・
23 

㈪ 

北
北
農
委
検
討
会

１
・
26 

㈭ 

北
南
農
委
検
討
会

１
・
30 

㈪ 

北
西
農
委
検
討
会

非
農
家
出
身
者
の
新
規
就
農
者
が
農
作
物
を
Ｐ
Ｒ

東
京
Ｎ
Ｅ
Ｏ-

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！

都
内
の
女
性
委
員
の
活
動
な
ど
を
研
究

　

農
業
委
員
会
へ
の
女
性
登
用
を
推
進

国
分
寺
市
の
女
性
農
業
委
員
の
取
組
み
を
研
究

農
業
に
関
す
る
制
度
の
情
勢
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
農
地
部
会
長
・
経
営
部
会
長
研
究
集
会
開
く

サ
ミ
ッ
ト
in
ふ
く
い
で
清
瀬
市
の

関
健
一
氏
が
表
彰
さ
れ
る

　

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
（
田
中

豊
会
長
）
は
、
11
月
に
市
内
３
カ

所
で
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
ま
ず
①
農
地
利

用
状
況
調
査
の
結
果
、
②
特
定
生

産
緑
地
の
指
定
が
概
ね
97
％
で
あ

る
こ
と
、
③
都
市
農
地
貸
借
円
滑

化
法
の
状
況
と
取
り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
都
農
業
会
議
よ
り
都

市
農
地
の
情
勢
な
ど
を
説
明
し
、

質
疑
応
答
に
よ
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

国
分
寺
市
で
座
談
会
開
く

農
地
利
用
状
況
調
査
結
果

な
ど
を
報
告


